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(2) 多変数における非線形現象で問題となる特性への依存性を 2 変数 2 階差分感度によって表し、それに基づいた
設計解析アルゴリズムを提案している。また、変数間の依存性が内在する数理的問題と力学的問題に手法を適
用し、得られた解をもとに提案手法の有用性を検証している。
(3) 座屈、接触、大ひずみなど代表的な非線形現象の制御を必要とするキーボード用ゴム製ダイヤフラムの設計に
提案手法を準用し、従来困難で、あった設計例に対し、提案手法が効率的に設計案を算出することが可能である
ことを示している。
以上のように、本論文は設計困難である非線形挙動で多設計変数を有する設計対象に対し、多変数満足設計手法を
提案すると共に試作評価中心で、あったキーボード用ゴム製ダイヤブラム設計に適用し、その有効性を示したものであ
り、生産科学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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